合同2019-4-02(1)

2019年度第3回国際／業界横断EDI＆金流商流情報連携
合同タスクフォース 議事録(案)




　
 国連CEFACT日本委員会 一般社団法人サプライチェーン情報基盤研究会

１．開催日時　：　2020年1月21日（火）14:00～17:00
２．開催場所　：　機械振興会館　6階　6-65会議室
３．出 席 者　： （順不同・敬称略）　
特別会員      藤野　裕司　　　EDIエバンジェリスト
　特別会員　　　兼子　邦彦　　　SCCCリアルタイム経営推進協議会
　　　幹事会員　　　遠城　秀和　　　NTTデータシステム技術株式会社 

　　　幹事会員　　　上利慶太郎　　　株式会社NTTデータ
　　　幹事会員　　　廣瀬　賢次郎　　株式会社グローバルワイズ      

　　　幹事会員　　　関野　彬史　　　株式会社JSOL
幹事会員　　　香坂　真人　　　株式会社JSOL

　　　幹事会員　　　田中　勝　　　　日本情報通信株式会社
　　　幹事会員　　　梶原　俊博　　　日本情報通信株式会社
　　　幹事会員　　　井坂　弘介　　　日本情報通信株式会社
　　　正会員　　　　中井　基雄　　　株式会社データ・アプリケーション
　　　正会員　　　　永壽　拓宏　　　株式会社オージス総研
　　　正会員　　　　惣代　和明　　　NECソリューションイノベータ株式会社

　　　正会員　　　　森　　安代　　　NECソリューションイノベータ株式会社
　　　正会員　　　　内村　洋平　　　富士通エフ・アイ・ピー株式会社

　　　正会員　　　　柏倉　太一　　　富士通エフ・アイ・ピー株式会社

　　　賛助会員　　　川内　晟宏　　　特定非営利活動法人ITコーディネータ協会
　　　賛助会員　　　竹内　翔太　　　一般社団法人全国銀行協会
　　　賛助会員　　　帆足　弘治　　　一般財団法人建設業振興基金
　　　
事 務 局
     菅又　久直     一般社団法人ｻﾌﾟﾗｲﾁｪｰﾝ情報基盤研究会  

出席者20名
４．議事概要　
議事に先立ち、全国銀行協会より「決済高度化で働き方改革・生産性向上セミナー」（福岡、大阪）の紹介があった。
2019年度第3回国際/業界横断EDI＆金流商流情報連携合同タスクフォースは、以下の議事を実施した。（資料：合同2019-3-01第3回合同タスクフォース議事次第）
４－１．議事録確認
　以下の会議議事録につき、事務局菅又より説明が行われた。議事録内容についての意義はなく、確認された。
· 第2回国際／業界横断EDI&金流商流情報連携合同タスクフォース（11月12日）
· 第2回国際／業界横断EDIタスクフォース分科会（12月17日）

４－２．2019年B版 国連CEFACT共通辞書日本語版
　資料（合同2019-3-03 2019年度B版国連CEFACT共通辞書日本語版説明）に基づき、事務局より説明が行われた。
　58項目の追加・変更BIEの内、24項目は国連CEFACT日本委員会より提案されたものである。
４－３．業界標準EDIとのデータ連携
　データ連携分科会の協力のもとに行なわれた、流通BMS（発注）と国連CEFACT共通辞書とのデータ連携結果につき事務局より説明が行われた。

資料：合同2019-3-04(1) 流通BMS（発注）とのデータ連携方針


資料：合同2019-3-04(2) 流通BMS（発注）とのデータ連携クラス図

【審議】
＜クラス図の表記＞
· クラス図はEDIメッセージとしての表示ではない、あくまで共通辞書とのデータ連携分析とする。
· 取引設定内容クラス（CI_ Exchanged Document. Context）はクラス図上からは削除する。EDIプロセスに必要な情報項目（取引識別子、処理日時、テスト区分、データ区分、業務領域コードなど）は、クラス図の外に参考表として添付する。

＜カナの扱い＞
· カナ名称は補完情報のLanguage Codeでの指定ができないため、Alternative_ Name. Textを使用する。

· 全角カナ、半角カナの両方を使い分けられるようにする。CI_ NoteのSubject. Codeで文字指定（JP：日本語、KN：全角カナ、HK：半角カナ（事務局追記））できるようにする。
· Description. Textのカナへの対応を検討する。(Colour_ DescriptionおよびSize_ Descriptionは、Clour_ NameおよびSize_ Nameとし、それぞにAlternative_ Nameを追加する。（事務局追記）
＜項目対応の修正＞
· 「333 取引番号区分」の意味が不明。(対応BMSコード表より、取引番号の発番者（発注者、卸、小売など）と発番タイミング（発注時、出荷時など）の組合せを定義するもの。注文情報取引内容クラス（CIOH_ Supply Chain_ Trade Transaction）直下のBBIEとして追加定義する。（事務局追記）
· 「334 不定買区分」は「334 不定貫区分」の間違え。製品特性の一つとして扱う。

(（注）不定貫(フテイカン) とは、個体ごとに重量が異なる商品をいう。 具体的には、食肉、魚、等の量り売りされる商品をいう。 定貫が対義語。 定貫とは、個体ごとに重量が異ならない、同一の商品をいう。

＜テスト区分＞

· 「9 テスト区分ID」はデータ連携対象とし、CI_ Exchanged Document_ Context. Test. Indicatorに対応付ける。
＜項目名の不一致＞
· 流通BMSの項目名は正確に記述する。

334 不定買区分⇒不定貫区分

32  最終の納品先GLN⇒最終納品先GLN

102 直接納品先納入日⇒直接納品先納品日

103 最終納品先納入日⇒最終納品先納品日
233 ラベル自由使用欄⇒ラベル自由使用欄（印字用）

234 ラベル自由使用欄（半角カナ）⇒ラベル自由使用欄半角カナ（印字用）

53  請求取引先名称⇒請求取引先名

54  請求取引先名カナ⇒請求取引先名称（カナ）

138 税合計金額⇒税額合計金額
＜必須項目対応＞
· 流通BMSで必須項目については、繰り返し指定を（1..1）または（1..n）とする。
＜送受信項目への対応＞
· 受信側の既存ITシステムで、流通BMSで定義された項目の全てを処理できない場合についての対応方法につき、次のような考え方が提言された。
既存ITシステムの前段で受信できないデータを備考欄に押込み、既存ITシステムが表示／印刷は可能な形で取り込める様にする。備考欄に押込まれたデータは表示／印刷し人手を介して業務で使用する。
＜今後の作業＞
1 本日の審議結果を反映して「発注」のデータ連携表を修正(事務局
2 「発注」のデータ連携結果を参照して「出荷」（(日本情報通信）および「請求」（(富士通エフ・アイ・ピー）のデータ連携表（メッセージ形式）を策定
3 データ連携分科会（1月29日）にて策定したデータ連携表を審議
4 流通BMSコード表のデータ連携を検討
４－４．金融EDI用商流データ構成ガイド
遠城：金流商流情報連携TF委員長より、全銀EDIシステムに向けた商流情報の設定方法（案）が提言され、引き続き協議していくことが報告された。
　　　　資料：合同2019-3-05 全銀EDIシステム向けの商流情報の設定方法（案）
· 金融EDI情報の頭にXML、平文に関わらず共通のヘッダを設け、ヘッダ中に識別するためのパラメタ（業界区分、データ区分）を記述する。
· ヘッダとしては、現在広く使われている技術のMIMEを採用する。

· パラメタをContent-Typeヘッダに記述するために、パラメタ記述を持つ独自のサブタイプを登録し、フォーマット形式を特定化する業界区分、データ区分を記述する。業界区分、データ区分を記述できる既存のサブタイプはないが、独自のサブタイプをIANAに登録することは可能。

· 既に規定したXML形式の格納方法と共存可能とする。

４－５．スマート物流等に関わる最新動向
兼子：国際／業界横断EDI TF委員長より、以下の動向につき紹介が行われた。
· 経済産業省：モノづくり・商業・サービス・高度連携促進事業
· 650億円の予算要求に対し、69億円しか配分されなかった。
· 最近のビル建設を統合管理するBIM（Building Information Modeling）に、建材調達等のEC機能を付加する実証実験が行われる予定（SCCC協議会がサポートする）。
· 内閣府SIP事業：スマート物流サービス
· 各界の意見聴取の後、公募が行われたが、前年度受託組織が引き続き事業を受託。
· QRコードによる物流・検品の効率化実証につき、さらにアプローチする予定。

· QRコードについて
· B2B用QRコードがJBMS（ビジネス機械・情報システム産業協会）から提案されている。ITコーディネータ協会にて、次バージョンへの提案検討中。
· 経団連：サプライチェーン委員会
· 兼子委員長が、企画部会に参加。中小企業のスマート化を促進するための課題や方策を検討中。
· 下請中小企業振興法

· 振興基準の改訂（共通EDIの活用など）が検討されている。
４－６．次回の日程について
　次回のタスクフォースの日程と場所は以下の通り。
（１）第3回国際／業界横断EDIタスクフォース分科会
日時：2020年1月29日（水）14時―17時

場所：機械振興会館　6階6－68会議室

（２）第4回合同タスクフォース（国際／業界横断EDI&金流商流情報連携）
日時 ：2020年2月18日（火）14時―17時

場所 ：機械振興会館　地下3階 B3-9会議室
（３）第4回国際連携タスクフォース

日時 ：2020年3月3日（火）14時―17時

場所 ：機械振興会館　6階 6-60会議室

以 上
　
配布資料：
合同2019-3-01　第2回合同タスクフォース議事次第
合同2019-3-02(1)　第2回国際／業界横断EDI&金流商流情報連携合同TF

議事録
合同2019-3-02(2)　第2回国際／業界横断EDITF分科会議事録 

合同2019-3-03　2019年B版国連CEFACT共通辞書日本語説明
合同2019-3-04(1)　流通BMS（発注）とのデータ連携方針
合同2019-3-04(2)　流通BMS（発注）とのデータ連携クラス図
合同2019-3-05　全銀EDIシステム向けの商流情報の設定方法（案）
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